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判定
区分

所見等

2022 Ⅲ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅲ
主桁下部および側面における広範囲のひびわれ、主桁端部の錆汁を含む遊
離石灰を伴うひびわれがみられ、道路橋の機能に支障を生じる可能性があ
るため、早期に措置を講ずべき状態である。

2017 Ⅲ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
劣化対策として上部工の断面修復を早期に実施する。また、漏水対策とし
て伸縮取替、安全対策から舗装の摺付を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から路面の凹凸に
対する措置を講ずるべき状態である。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
Ａ２橋台竪壁部の漏水補修を実施することが望ましい。同時に伸縮継手の
部材交換と舗装のすりつけを行うこと。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態であるが、予防保全の観点から路
面の凹凸に対する措置を講ずるべき状態である。

2017 Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、車道部及び歩道部の段差解消を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は伸縮装置の漏水に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
健全であるが、次回点検時には支承と伸縮装置の損傷について注意するこ
と。

2022 Ⅱ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
主桁および下部工に鉄筋露出が見られ、予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい状態である。

2017 Ⅱ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
劣化対策として上部工と下部工の断面修復、漏水対策として伸縮取替を実
施することが望ましい。

2022 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は下部工補修材の損
傷について経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ Ⅰ
健全であるが、次回点検時には防護柵の腐食、舗装の異常について注意す
ること。

2022 Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ
主桁の剥離による断面欠損および支承の板厚減少を伴う腐食がみられ、道
路橋の機能に支障を生じる可能性があるため、支承腐食の主原因である伸
縮装置の漏水と併せて早期に措置を講ずべき状態である。

2017 Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅲ
損傷の進行を止めるため、主桁補修を早期に実施する。漏水対策として橋
面防水を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は主桁の剥離等につ
いて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
漏水対策として橋面防水を実施することが望ましい。また歩行者の安全確
保のために高欄・防護柵補修を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版に遊離石灰（錆汁）が見られるため、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 漏水対策として橋面防水を実施することが望ましい。

1975 49

9 2109
42.41943,
143.32766

紋別３号橋 ﾓﾝﾍﾞﾂｻﾝｺﾞｳﾊｼ 尾張13線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 11.44 8.70 7.50 1983 41

11.00 10.00 1978 46

8 2108
42.22372,
143.31524

音調津大橋 ｵｼﾗﾍﾞﾂｵｵﾊｼ 広尾音調津間道路 3 ＰＣ橋 ポステンＴ桁 86.00 8.35 7.50

西広尾道路 2 ＰＣ橋 ポステンＴ桁 60.507 2107
42.28512,
143.29972

西広尾橋 ﾆｼﾋﾛｵﾊｼ

1973 51

6 2106
42.33941,
143.26773

楽古２号橋 ﾗｯｺﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 広尾楽古間道路 1 ＲＣ橋
ＲＣ溝橋（ＢＯＸカル

バート）
3.00 8.00 8.00 1973 51

6.80 6.00 1972 52

5 2105
42.34054,
143.28999

西野塚橋 ﾆｼﾉﾂﾞｶﾊﾞｼ 広尾楽古間道路 1 ＰＣ橋 ＰＣ　床版橋その他 7.43 7.01 6.55

野塚8線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 9.434 2104
42.36755,
143.26591

１号橋 ｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ

1993 31

3 2103
42.30378,
143.31174

第二曙橋 ﾀﾞｲﾆｱｹﾎﾞﾉﾊｼ 曙通 1 ＰＣ橋 ポステン中空床版 31.80 16.00 15.00 1995 29

16.30 15.50 1979 45

2 2102
42.30106,
143.30866

第一曙橋 ﾀﾞｲｲﾁｱｹﾎﾞﾉﾊｼ 曙通 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 21.20 16.00 15.00
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つつじ通 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 16.681 2101
42.30009,
143.30615

公園橋 ｺｳｴﾝﾊｼ

上部形式１№
橋梁番号

（分割番号）
橋梁名

フリガナ
路線名 径間数橋梁名橋梁ID



点検橋梁総括表

主桁 横桁 床版
下部
構造

支承部 その他
判定
区分

所見等

架設
年度

健全性判定区分
上部形式２

橋長
(m)

全幅員
(m)

有効幅
員
(m)

供用年 点検年上部形式１№
橋梁番号

（分割番号）
橋梁名

フリガナ
路線名 径間数橋梁名橋梁ID

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は橋台のひびわれに
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は床版の遊離石灰に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は床版の遊離石灰に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
健全であるが、次回点検時には舗装ひびわれと下部工のひびわれに注意す
る。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から路面の凹凸に
対する措置を講ずるべき状態である。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
健全であるが、次回点検時には排水管周辺の床版（間詰）と主桁に注意す
る。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。　床版の遊離石灰は排水
装置からの影響と見られる為、今後は排水装置について経過観察により確
認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は下部工のひび割れ
について経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から排水装置のボ
ルト脱落、路面の凹凸に対する措置を講ずるべき状態である。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ 健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じる損傷はない。今後は床版の遊離石灰、下部工
のひびわれについて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版に錆汁混じりの遊離石灰が見られるため、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 漏水対策として、橋面防水、伸縮継手取替を実施することが望ましい。

1994 30

18 2118
42.41317,
143.34580

紋別１３線橋
ﾓﾝﾍﾞﾂｼﾞｭｳｻﾝｾ

ﾝﾊﾞｼ
尾張13線道路 1 ＰＣ橋 ＰＣ　床版橋その他 8.17 8.70 7.50 1989 35

8.20 7.00 1998 26

17 2117
42.43791,
143.26528

越中紋別橋 ｴｯﾁｭｳﾓﾝﾍﾞﾂﾊｼ 紋別原野道路 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 22.91 8.70 7.50

紋別4号道路 4
ＰＣ橋, ＰＣ

橋
ポステン中空床版, ポス

テンＴ桁
164.1016 2116

42.42894,
143.36585

中尾橋 ﾅｶｵﾊｼ

1997 27

15 2115
42.42502,
143.36301

１号橋 ｲﾁｺﾞｳﾊｼ 紋別4号道路 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 13.30 8.70 7.50 2000 24

8.70 7.50 1992 32

14 2114
42.41449,
143.35543

四号橋 ﾖﾝｺﾞｳﾊｼ 紋別4号道路 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 21.58 8.20 7.00

紋別17線道路 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 16.1013 2113
42.43253,
143.23938

２１号橋 ﾆｼﾞｭｳｲﾁｺﾞｳﾊｼ

1986 38

12 2112
42.43069,
143.24414

２０号橋 ﾆｼﾞｭｳｺﾞｳﾊｼ 紋別17線道路 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 12.59 8.70 7.50 1993 31

8.70 7.50 1990 34

11 2111
42.41530,
143.34052

尾張７号橋 ｵﾜﾘﾅﾅｺﾞｳﾊﾞｼ 尾張13線道路 1 ＰＣ橋 ＰＣ　床版橋その他 7.12 8.70 7.50

尾張13線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 8.4510 2110
42.40839,
143.35791

２号橋 ﾆｺﾞｳﾊﾞｼ
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2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は床版の遊離石灰に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
健全であるが、安全対策の観点から舗装の補修を実施することが望まし
い。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は床版の遊離石灰に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
健全であるが、漏水対策として、伸縮継手取替、安全対策として、舗装の
すりつけを検討することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は排水装置の脱落に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
健全であるが、防護柵のボルト及び排水装置のボルトの補修を実施するこ
とが望ましい。

2022 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
主桁、横桁に全体的な防食機能の劣化、床版及び下部工に鉄筋露出、支承
部に腐食によるボルト減少が見られるため、予防保全の観点から措置を講
ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
鋼部材の防錆対策として、塗替塗装を実施することが望ましい。コンク
リート部材の損傷に対して、部材補修を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から路面の凹凸に
対する措置を講ずるべき状態である。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から路面の凹凸に
対する措置を講ずるべき状態である。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
横桁に板厚減少を伴う腐食、支承モルタルの欠損、舗装に直径200mm以
上の窪みが見られ、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態
である。

2017 Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
機能を維持するために桁の塗替塗装を実施することが望ましい。床板ひび
われ補修と同時にアンカーボルトの再締めつけを実施する。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は下部工のひびわれ
について経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、次回点検時には下部工のひびわれに注意する。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
下部工に鉄筋露出がみられ、予防保全の観点から措置を講ずることが望ま
しい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
劣化対策として下部工の断面修復、漏水対策として伸縮取替、安全対策か
ら防護柵補修と舗装摺り付けを実施することが望ましい。

1990 34

27 2301
42.29694,
143.29800

茂寄３号橋 ﾓﾖﾘｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 丸山通 1 ＰＣ橋 プレテン床版 12.65 5.00 4.00 1975 49

4.70 4.00 1966 58

26 2207
42.42915,
143.22795

広富橋 ﾋﾛﾄﾐﾊｼ 紋別22号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 7.68 8.70 7.50

下豊似道路 1 Ｈ型鋼 Ｈ形鋼（不明） 25.4025 2206
42.40065,
143.20182

華室橋 ｶﾑﾛﾊﾞｼ

1992 32

24 2205
42.42362,
143.22400

広桜橋 ｺｳｵｳﾊｼ 紋別22号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 6.34 8.50 7.50 1991 33

4.60 4.00 1967 57

23 2204
42.43240,
143.23025

２２号橋 ﾆｼﾞｭｳﾆｺﾞｳﾊｼ 紋別22号道路 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 13.54 8.70 7.50

紋別16号道路 1 Ｈ型鋼 Ｈ形鋼（合成） 13.4422 2203
42.44498,
143.28531

１号橋 ｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ

1972 52

21 2202
42.41597,
143.36747

尾張橋 ｵﾜﾘﾊｼ 尾張11線道路 1 ＰＣ橋 ポステンＴ桁 32.58 6.20 5.00 1997 27

14.80 14.00 1992 32

20 2201
42.38379,
143.30798

１号橋 ｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 野塚3線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 10.45 6.80 6.00

大丸山2号道路 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 16.2019 2119
42.29893,
143.30160

サンタランド
橋

ｻﾝﾀﾗﾝﾄﾞﾊｼ
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2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版に錆汁を含む遊離石灰がみられ、予防保全の観点から措置を講ずるこ
とが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 漏水対策として橋面防水・伸縮取替を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は防護柵の亀裂につ
いて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅱ Ⅱ Ⅲ - - Ⅰ Ⅲ 防食対策として塗装塗替を早期に実施する。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版間詰部から錆汁を伴う遊離石灰が見られ、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
漏水対策として橋面防水、劣化対策として護岸の補修を実施することが望
ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は橋台のひびわれに
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
健全であるが、次回点検時には防護柵と地覆の損傷について注意するこ
と。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は床版の遊離石灰に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅲ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
プレテン桁の、ＰＣ鋼より線露出箇所の補修を早期に実施する。同時に下
部工の豆板箇所の補修も実施する。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
床版間詰部から錆汁を伴う遊離石灰が見られ、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 漏水対策として、橋面防水を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版間詰部から錆汁を伴う遊離石灰が見られ、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 漏水対策として橋面防水を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は床版の遊離石灰や
路面の凹凸について経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
健全であるが、次回点検時には防護柵、地覆及び舗装の損傷について注意
すること。

2022 Ⅱ - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
主桁の剥離および床版に錆汁を含む遊離石灰、下部工に鉄筋露出が見ら
れ、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅱ - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
漏水対策として橋面防水・伸縮取替、上・下部工の断面修復と防護柵補修
などを実施することが望ましい。

1972 52

36 2309
42.34451,
143.29488

西野塚１号橋
ﾆｼﾉﾂﾞｶｲﾁｺﾞｳ

ﾊﾞｼ
西野塚11線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 8.50 8.10 7.20 1973 51

6.78 6.08 1972 52

35 2308
42.37449,
143.28388

７号橋 ﾅﾅｺﾞｳﾊﾞｼ 中野塚6線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 10.13 7.10 6.10

中野塚５線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 9.4334 2307
42.37786,
143.29102

５号橋 ｺﾞｺﾞｳﾊﾞｼ

1959 65

33 2306
42.38104,
143.29864

１０号橋 ｼﾞｭｳｺﾞｳﾊﾞｼ 野塚４線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 10.45 6.82 6.00 1972 52

8.70 7.50 1994 30

32 2305
42.39184,
143.29264

栄進橋 ｴｲｼﾝﾊﾞｼ ホロフレベツ道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 13.49 5.27 4.47

ホロフレベツ道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 14.5031 2304
42.38939,
143.29755

ホロフレベツ
橋

ﾎﾛﾌﾚﾍﾞﾂﾊｼ

1976 48

30 2303
42.37524,
143.27165

中野塚１２号
橋

ﾅｶﾉﾂﾞｶｼﾞｭｳﾆ
ｺﾞｳﾊﾞｼ

中野塚１２号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 7.36 6.70 5.90 1972 52

3.30 2.50 1975 49

29 2302
42.29894,
143.30280

通学橋 ﾂｳｶﾞｸﾊﾞｼ 第２小学校通学道路 1 Ｈ型鋼 Ｈ形鋼（不明） 20.97 2.10 1.60

丸山通 1 ＰＣ橋 ＰＣ　床版橋その他 12.6528 2301
42.29694,
143.29800

茂寄３号橋 ﾓﾖﾘｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ
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2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は床版の遊離石灰に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ 健全であるが、漏水対策として伸縮取替を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版間詰部から錆汁を伴う遊離石灰が見られ、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 漏水対策として、橋面防水を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は排水装置と床板の
遊離石灰について経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
健全であるが、安全対策として防護柵、護岸補修を実施することが望まし
い。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から舗装の異常に
対する措置を講ずるべき状態である。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、護岸の補修を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は伸縮装置の漏水に
ついて経過観察により確認していく必要がある

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ 健全であるが、安全対策として舗装の補修を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は伸縮装置の漏水や
土留め板のひびわれについて経過観察により確認　していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 機能回復として土留め壁の補修を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は伸縮装置の漏水に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、次回点検時には舗装の段差について注意すること。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は防護柵の防食機能
の劣化について経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
健全であるが、次回点検時には防護柵と地覆の損傷について注意するこ
と。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から路面の凹凸に
対する措置を講ずるべき状態である。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、次回点検時には防護柵の損傷について注意すること。

1969 55

45 2318
42.33600,
143.31660

野塚４号橋 ﾉﾂﾞｶﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 新生３号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 11.44 4.60 4.00 1969 55

4.92 4.42 1975 49

44 2317
42.33378,
143.32270

野塚３号橋 ﾉﾂﾞｶｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 新生２号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 11.45 4.60 4.00

農栄１６号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 5.3443 2316
42.36225,
143.24956

２号橋 ﾆｺﾞｳﾊﾞｼ

1975 49

42 2315
42.36631,
143.26184

４号橋 ﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 農栄１４号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 8.45 4.90 4.40 1975 49

6.85 6.05 1972 52

41 2314
42.36427,
143.25568

３号橋 ｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 農栄１５号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 7.33 5.50 5.00

中野塚11号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 7.3540 2313
42.37341,
143.27799

６号橋 ﾛｸｺﾞｳﾊﾞｼ

1972 52

39 2312
42.37549,
143.28625

二本橋 ﾆﾎﾝﾊﾞｼ 中野塚10号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 17.66 8.70 7.50 1992 32

7.50 7.00 1973 51

38 2311
42.38197,
143.30416

８号橋 ﾊﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 本野塚８号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 11.48 6.72 5.92

西野塚11線道路 1 ＰＣ橋 ＰＣ　床版橋その他 7.4437 2310
42.34314,
143.28407

西野塚２号橋
ﾆｼﾉﾂﾞｶﾆｺﾞｳﾊﾞ

ｼ
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2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から路面の凹凸に
対する措置を講ずるべき状態である。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ 健全であるが、安全対策として舗装の補修を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版に錆汁を伴う遊離石灰がみられ、予防保全の観点から措置を講ずるこ
とが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 漏水対策として橋面防水を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は主桁のひびわれに
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 漏水対策として橋面防水を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は主桁の鉄筋露出に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ 健全であるが、漏水対策として伸縮取替を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から路面の凹凸に
対する措置を講ずるべき状態である。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
健全であるが、機能回復として伸縮取替、安全対策として舗装の摺り付け
を実施することが望ましい。

2022 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅲ Ⅲ Ⅲ
支承アンカーボルトの抜け出しは道路橋の機能に支障を生じる可能性があ
るため、主原因である伸縮装置の漏水と併せて早期に措置を講ずべき状態
である。

2017 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅲ
機能回復として支承補修を早期に実施する。また、塗装塗替・伸縮取替・
防護柵補修、土砂流失補修を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は下部工のひびわれ
について経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅲ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
劣化対策として上部工の断面修復を早期に実施する。また、地覆の断面修
復を実施することが望ましい。

2022 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ
主桁および横桁の防食機能劣化、下部工のうき、支承の機能障害がみら
れ、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態である。また、
袖擁壁の欠損は早期に措置を講じずべき状態である。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ
機能回復として橋台の補修を早期に実施する。同時に橋座部の定期的な清
掃及び伸縮装置の取り替えも実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版間詰め部から錆汁を伴う遊離石灰が見られ、予防保全の観点から措置
を講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅱ - Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅰ Ⅲ
洗掘箇所のコンクリート打設と橋台前面に護岸工を早期に実施する。また
主桁・床版補修を実施することが望ましい。

1978 46

54 2327
42.25986,
143.25702

上茂寄橋 ｶﾐﾓﾖﾘﾊﾞｼ 山フンベ道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 13.57 4.16 3.60 1960 64

5.15 4.65 1975 49

53 2326
42.26119,
143.27329

東中広尾橋 ﾋｶﾞｼﾅｶﾋﾛｵﾊﾞｼ 山フンベ道路 1 Ｈ型鋼 Ｈ形鋼（不明） 20.47 4.30 3.60

西広尾道路 1 ＰＣ橋 ＰＣ　床版橋その他 4.5052 2325
42.27945,
143.27031

１号橋 ｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ

1969 55

51 2324
42.27087,
143.23152

眺岳橋 ﾁｮｳｶﾞｸﾊﾞｼ 幹線道路 1 Ｈ型鋼 Ｈ形鋼（不明） 10.50 4.80 4.00 1975 49

4.05 3.64 1968 56

50 2323
42.29382,
143.28343

５号橋 ｺﾞｺﾞｳﾊｼ 茂寄５号道路 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 13.60 5.20 4.00

南１線道路 1 ＲＣ橋 ＲＣ　Ｔ桁 7.7049 2322
42.29406,
143.28908

南１線橋 ﾐﾅﾐｲｯｾﾝﾊｼ

1970 54

48 2321
42.34659,
143.29312

野塚７号橋 ﾉﾂｶﾅﾅｺﾞｳﾊﾞｼ 西野塚7号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 13.04 8.70 7.50 1983 41

7.20 6.00 2004 20

47 2320
42.33993,
143.30394

新生５号橋 ｼﾝｾｲｺﾞｺﾞｳﾊﾞｼ 新生５号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 11.46 4.60 4.00

新生４号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 12.8646 2319
42.33861,
143.31068

新生４号橋 ｼﾝｾｲﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ
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2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は下部工の剥離につ
いて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
劣化対策として下部工の断面修復、安全対策として地覆の補修を実施する
ことが望ましい。

2022 Ⅰ - - Ⅱ - Ⅰ Ⅱ
下部工に鉄筋露出が見られ、予防保全の観点から措置を講ずることが望ま
しい状態である。

2017 Ⅰ - - Ⅱ - Ⅱ Ⅱ
劣化対策として下部工の断面修復、安全対策として地覆の補修、袖擁壁の
補修を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ
横桁および下部工に剥離・鉄筋露出がみられ、道路橋の機能に支障を生じ
る可能性があるため、主原因である伸縮装置の漏水と併せて早期に措置を
講ずべき状態である。

2021 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

P1橋脚の剥離は、損傷の進行により直上に設置されている添架管とその架
台の落下が懸念されるため、断面修復を早期に実施することを提案する。
予防保全の観点より、横桁(SP3)の断面修復、支承(SP1、SP2)の補修、
排水管(全径間)の部材交換を実施することが望ましい。その他、添架管の架
台(全径間)」は、施設管理者へ損傷状況を報告することが望ましい。

2022 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
主桁および床版に鉄筋露出が見られ、予防保全の観点から措置を講ずるこ
とが望ましい状態である。

2017 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 劣化対策として上部工の断面修復を実施することが望ましい。

2026 Ⅳ - - Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ 落橋しているため、早期に除去することが望まれる。

2022 Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は主桁の防食機能劣
化について経過観察により確認していく必要がある。

2022 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は主桁の剥離につい
て経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ Ⅰ 健全である。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版に錆汁を含む遊離石灰がみられ、予防保全の観点から措置を講ずるこ
とが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
下部工の断面修復を早期に実施する。また、漏水対策として橋面防水を実
施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は支承の劣化につい
て経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅲ Ⅰ Ⅰ Ⅲ 下部工保護として洗掘対策を早期に実施する。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は床版の遊離石灰に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅲ Ⅰ Ⅰ Ⅲ
下部工保護として洗掘対策を早期に実施する。また、下部工の断面修復を
実施することが望ましい。

1975 49

63 2336
42.33321,
143.29671

楽古１３線橋
ﾗｯｺｼﾞｭｳｻﾝｾﾝ

ﾊﾞｼ
野塚１３線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 8.44 4.60 4.10 1971 53

4.50 4.00 1975 49

62 2335
42.34445,
143.27752

西野塚３号橋
ﾆｼﾉﾂﾞｶｻﾝｺﾞｳ

ﾊﾞｼ
楽古９号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 10.45 4.60 4.00

西野塚１２線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 10.4061 2334
42.34456,
143.27578

西野塚４号橋
ﾆｼﾉﾂﾞｶﾖﾝｺﾞｳ

ﾊﾞｼ

1983 41

60 2333
42.37886,
143.34443

下野塚２線橋 ｼﾓﾉﾂﾞｶﾆｾﾝﾊﾞｼ 野塚２線道路 1 ＲＣ橋
ＲＣ溝橋（ＢＯＸカル

バート）
4.50 4.50 3.90 1985 39

4.30 3.70 1965 59

59 2332
42.16483,
143.32022

ピタタヌンケ
小橋

ﾋﾟﾀﾀﾇﾝｹｺﾊﾞｼ ピタタヌンケ干場道路 1 その他 その他 7.85 3.03 2.80

音調津石山道路 1 ＲＣ橋 ＲＣ　Ｔ桁 10.5258 2331
42.18937,
143.29645

コイポク橋 ｺｲﾎﾟｸﾊﾞｼ

1964 60

57 2330
42.28039,
143.31497

中広尾橋 ﾅｶﾋﾛｵﾊﾞｼ 中広尾道路 3 ＰＣ橋 ポステンＴ桁 68.90 6.80 6.00 1969 55

4.80 4.00 1980 44

56 2329
42.21531,
143.27795

音調津３号橋
ｵｼﾗﾍﾞﾂｻﾝｺﾞｳ

ﾊﾞｼ
音調津鉱山道路 1 ＲＣ橋

ＲＣ溝橋（ＢＯＸカル
バート）

6.50 4.55 4.00

音調津鉱山道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 6.3055 2328
42.22342,
143.31345

音調津１号橋
ｵｼﾗﾍﾞﾂｲﾁｺﾞｳ

ﾊﾞｼ
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2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版間詰部から錆汁を伴う遊離石灰が見られ、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 漏水対策として、橋面防水を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は床版の遊離石灰に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ 健全であるが、地覆の補修を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版間詰部から錆汁を伴う遊離石灰が見られ、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅱ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 漏水対策として、橋面防水、伸縮継手取替を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
床版の剥離・鉄筋露出および支承モルタルに損傷がみられ、予防保全の観
点から措置を講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
主桁と下部工の衝突が見られるため、詳細調査を実施することが望まし
い。鉄筋露出部は部材補修を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じる損傷はない。今後は下部工のひび割れについ
て経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から排水装置のボ
ルト脱落に対する措置を講ずるべき状態である。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。また排水装
置の機能回復のための補修も実施する。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じる損傷はない。今後は下部工のひび割れについ
て経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
健全であるが、漏水対策として、伸縮継手取替、路面コンクリートの表層
剥離補修を検討することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じる損傷はない。今後は下部工のひび割れについ
て経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
健全であるが、安全性の観点から、舗装のすりつけを検討することが望ま
しい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から排水管がコン
クリートでふさがっていることに対して措置を講ずるべき状態である。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
健全であるが、漏水対策として、伸縮継手取替、安全性の観点から、防護
柵取替を検討することが望ましい。

1973 51

72 2345
42.43443,
143.24903

紋別２号橋 ﾓﾝﾍﾞﾂﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 紋別16線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 11.48 4.60 4.00 1973 51

4.74 4.00 1970 54

71 2344
42.43371,
143.25079

紋別１号橋
ﾓﾝﾍﾞﾂｲﾁｺﾞｳﾊﾞ

ｼ
紋別16線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 10.18 7.00 6.00

紋別15線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 12.5270 2343
42.43648,
143.25830

第４号橋 ﾀﾞｲﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ

1999 25

69 2342
42.44121,
143.27508

１号橋 ｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 紋別13線道路 1 ＰＣ橋 ポステンＴ桁 42.60 8.70 7.50 1988 36

4.70 4.00 1968 56

68 2341
42.42893,
143.31206

１１号橋 ｼﾞｭｳｲﾁｺﾞｳﾊｼ 中紋別１１号道路 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 16.10 5.20 4.00

中紋別１２線道路 1 Ｈ型鋼 Ｈ形鋼（不明） 18.7567 2340
42.43482,
143.30546

２号橋 ﾆｺﾞｳﾊﾞｼ

1986 38

66 2339
42.40827,
143.37268

１号橋 ｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 尾張12線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 8.40 4.56 4.00 1960 64

6.75 5.93 1974 50

65 2338
42.29514,
143.29128

茂寄橋 ﾓﾖﾘﾊﾞｼ 茂寄４号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 18.67 7.50 6.50

中野塚９号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 11.5064 2337
42.37916,
143.29558

野塚広瀬橋 ﾉﾂﾞｶﾋﾛｾﾊﾞｼ
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2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版に錆汁混じりの遊離石灰が見られるため、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 漏水対策として、橋面防水を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
床版に錆汁混じりの遊離石灰が見られ、予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 漏水対策として、橋面防水、伸縮継手取替を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から路面の凹凸に
対する措置を講ずるべき状態である。

2017 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ Ⅰ
健全であるが、次回点検時には、舗装、主桁、地覆、下部工のひびわれに
注意する。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は床版の遊離石灰に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は排水装置の腐食に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
伸縮装置に漏水、漏水の影響により床版間詰部からの遊離石灰、橋台に錆
汁を伴う遊離石灰が見られ、予防保全の観点から措置を講ずることが望ま
しい状態である。

2017 Ⅱ - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 漏水対策として、橋面防水、伸縮継手取替を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から排水装置のボ
ルト脱落に対する措置を講ずるべき状態である。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。また排水装
置の機能回復のための補修も実施する。

2022 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は舗装の異常につい
て経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ Ⅰ 健全である。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版に遊離石灰、下部工に鉄筋露出が見られるため、予防保全の観点から
措置を講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 漏水対策として、橋面防水、伸縮継手取替を実施することが望ましい。

1996 28

81 2354
42.43730,
143.30280

小紋別橋 ｺﾓﾝﾍﾞﾂﾊﾞｼ 中紋別13号道路 1 ＰＣ橋 ＰＣ　床版橋その他 12.54 8.70 7.50 1988 36

5.20 4.00 1998 26

80 2353
42.40979,
143.26761

ＢＯＸ橋 ﾎﾞｯｸｽﾊﾞｼ 紋別15号道路 1 ＲＣ橋
ＲＣ溝橋（ＢＯＸカル

バート）
2.50 7.50 7.50

紋別５号道路 1 ＰＣ橋 ポステンＴ桁 30.8879 2352
42.41515,
143.34820

５号橋 ｺﾞｺﾞｳﾊｼ

1996 28

78 2351
42.40837,
143.35868

紋別２号橋 ﾓﾝﾍﾞﾂﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 紋別３号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 8.36 4.52 4.00 1961 63

4.80 4.00 1980 44

77 2350
42.41646,
143.37214

紋別２号橋 ﾓﾝﾍﾞﾂﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 紋別２号道路 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 24.20 6.20 5.00

紋別２号道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 8.3276 2349
42.40876,
143.36656

１号橋 ｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ

1972 52

75 2348
42.41523,
143.22563

紋別２１線橋
ﾓﾝﾍﾞﾂﾆｼﾞｭｳｲｯ

ｾﾝﾊﾞｼ
紋別21線道路 1 ＲＣ橋

ＲＣ溝橋（ＢＯＸカル
バート）

2.75 8.70 7.50 1983 41

5.60 5.00 1972 52

74 2347
42.43394,
143.22506

２号橋 ﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 紋別18線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 10.47 5.60 5.00

紋別18線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 9.4673 2346
42.42690,
143.23930

１号橋 ｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ
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2022 Ⅱ - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
主桁に鉄筋露出、床版間詰部から錆汁を伴う遊離石灰、橋台にひびわれが
見られ、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅱ - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
損傷の進行を止めるため、部材補修、橋面防水、伸縮継手取替を実施する
ことが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版間詰部から錆汁を伴う遊離石灰が見られ、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 漏水対策として、橋面防水、伸縮継手取替を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版間詰部から錆汁を伴う遊離石灰が見られ、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 漏水対策として、橋面防水を実施することが望ましい。

2022 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
主桁・横桁の下フランジに広範囲な腐食、床版間詰部から錆汁を伴う遊離
石灰、伸縮装置に漏水、漏水の影響により支承に腐食が見られ、予防保全
の観点から措置を講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
漏水対策として、橋面防水を実施することが望ましい。鋼部材の防錆対策
として、塗替塗装を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は伸縮装置の漏水に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版に錆汁混じりの遊離石灰が見られるため、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 漏水対策として、橋面防水を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は床版の遊離石灰に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 健全であるが、定期的に路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版に錆汁混じりの遊離石灰が見られるため、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態である。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 漏水対策として、橋面防水を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は下部工のうきにつ
いて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
健全であるが、次回点検時には床版、地覆、排水管及び下部工の土砂流失
について注意すること。

1990 34

90 2363
42.33049,
143.22432

中楽古橋 ﾅｶﾗｯｺﾊｼ 中楽古道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 13.00 8.70 7.50 1984 40

5.20 4.00 1998 26

89 2362
42.41344,
143.34695

紋別５号橋
ﾓﾝﾍﾞﾂｺﾞｺﾞｳﾊﾞ

ｼ
紋別５号道路 1 ＰＣ橋 ＰＣ　床版橋その他 9.35 7.50 6.50

紋別９号道路 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 18.3088 2361
42.42290,
143.32307

九号橋 ｷｭｳｺﾞｳﾊｼ

1983 41

87 2360
42.42411,
143.23194

無名橋 ﾑﾒｲﾊﾞｼ 紋別19線道路 1 ＰＣ橋 ＰＣ　床版橋その他 8.18 7.20 6.00 1988 36

4.70 4.00 1965 59

86 2359
42.41087,
143.22238

今野橋 ｺﾝﾉﾊﾞｼ 紋別22線道路 1 ＰＣ橋 ＰＣ　床版橋その他 8.04 6.00 5.00

下豊似道路 1 Ｈ型鋼 Ｈ形鋼（不明） 15.4585 2358
42.37919,
143.17872

豊栄橋 ﾎｳｴｲﾊﾞｼ

1972 52

84 2357
42.41058,
143.18194

１号橋 ｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 中豊似3線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 7.34 5.50 5.06 1975 49

6.33 5.83 1973 51

83 2356
42.42250,
143.16716

上豊似１号橋
ｶﾐﾄﾖﾆｲﾁｺﾞｳﾊﾞ

ｼ
中豊似幹線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 9.45 6.17 5.65

中豊似幹線道路 1 ＰＣ橋 プレテン床版 7.2782 2355
42.41509,
143.18607

中豊似２号橋 ﾅｶﾄﾖﾆﾆｺﾞｳﾊﾞｼ



点検橋梁総括表

主桁 横桁 床版
下部
構造

支承部 その他
判定
区分

所見等

架設
年度

健全性判定区分
上部形式２

橋長
(m)

全幅員
(m)

有効幅
員
(m)

供用年 点検年上部形式１№
橋梁番号

（分割番号）
橋梁名

フリガナ
路線名 径間数橋梁名橋梁ID

2022 Ⅱ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
主桁に防食機能の劣化がみられ、予防保全の観点から措置を講ずることが
望ましい状態である。

2017 Ⅱ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
防食対策として塗装塗替、劣化対策として下部工と袖擁壁の断面修復、漏
水対策として伸縮取替を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は主桁の遊離石灰に
ついて経過観察により確認していく必要がある。

2017 Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
健全であるが、次回点検時には主桁端部のひびわれについて注意するこ
と。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。今後は床版ひび割れにつ
いて経過観察により確認していく必要がある。

2019 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
床板、地覆に軽微なひび割れはみられるが、道路橋としての機能は健全で
ある。

Ⅰ 81 12 58 80 78 66 56

Ⅱ 9 6 28 10 6 22 32

Ⅲ 2 1 0 1 2 4 4

Ⅳ 1 0 0 1 1 1 1

- 0 74 7 1 6 0 0

1969 55

93 2366
42.28444,
143.30361

陣屋大橋 ｼﾞﾝﾔｵｵﾊｼ 音調津陣屋線 2 鋼溶接橋 Ｉ桁（非合成） 87.40 12.00 11.00 2018 6

5.74 5.00 1971 53

92 2365
42.29380,
143.28341

南１線２号橋
ﾐﾅﾐｲﾁｾﾝﾆｺﾞｳ

ﾊﾞｼ
南1線道路 1 ＲＣ橋 ＲＣ床版橋（その他） 4.60 4.05 3.65

中楽古道路 1 Ｈ型鋼 Ｈ形鋼（不明） 5.1591 2364
42.32997,
143.22594

協成橋 ｷｮｳｾｲﾊｼ


